
令和元年度高校生自転車交通マナー向上対策事業
実践指定校の取組

１ 目的
県立高等学校の自転車通学生を主たる対象とし、愛媛県自

転車の安全な利用の促進に関する条例の基本理念である
「シェア・ザ・ロード」の考え方に沿った交通安全教育を強化し、
交通ルールの遵守や自転車交通マナーの向上に取り組むこ
とにより、自転車が関与する事故の防止を図る。

２ 令和元年度実践指定校
○愛媛県立川之江高等学校
○愛媛県立弓削高等学校
○愛媛県立松山南高等学校砥部分校
○愛媛県立小田高等学校
○愛媛県立野村高等学校
○愛媛県立津島高等学校



実践指定校
交通安全教室の
開催

登下校時の危険
箇所の把握・分
析

自転車新文化の
促進

普及啓発チラシ
の作成・配布

自転車交通マ
ナーアップ啓発ポ
スターの応募

保護者に対する
啓発・実践

川之江高校

・交通安全指導
（マナーアップ実
技指導）
・自転車シミュ
レーターによる体
験）
・県警バイシクル
ユニットによる実
技指導

・危険箇所マップ
の作成・展示
・交通安全委員
による登校指導
・交通ルールテス
ト

・学校が選定した
コースでのサイク
リング
・サイクリングの様
子を全校発表

・ポスターとチラ
シの作製、掲示、
配布（幼、小、
中、高）

・ポスターの制作 ・自転車損害保
険への加入促進

弓削高校

・交通安全講話
・県警バイシクル
ユニットによる実
技指導

・危険箇所マップ
の作成、展示

・上島町の昨リン
グマップを基にし
たサイクリングイ
ベントの実施

・交通安全チラシ
の作成・掲示
・交通安全標語
の募集、校内掲
示
・自転車反射ス
テッカーデザイン
募集と作製

・ポスター制作 ・自転車損害保
険加入加入の促
進
・ＰＴＡ総会での
ヘルメット着用啓
発

松山南高校
砥部分校

・交通安全教室
・県警バイシクル
ユニットによる実
技指導

・危険箇所の調
査
・危険箇所マップ
の作成、発表

・陶街道まるごとス
タンプラリー自転
車でGO！体験・
情報発信

・自転車ヘルメッ
ト着用啓発標語コ
ンクールの実施
・交通マナーアッ
プ意識啓発チラ
シの作成・配布

・交通マナーアッ
プ啓発ポスターの
制作

・自転車損害保
険加入加入の促
進
・ＰＴＡ総会等で
の交通安全指導
への協力依頼

小田高校

・交通安全講話
（大洲警察署）
・交通委員による
校内発表
・県警バイシクル
ユニットによる実
技指導

・危険箇所の点
検・分析と交通安
全集会での注意
喚起

・楽しむための自
転車に関する講
話
・ヘルメットに貼る
シールのデザイ
ン・作成、配布

・交通安全標語と
チラシのデザイ
ン・作成・配布

・啓発ポスターの
制作

・文書配布や交
通茶屋の実施

野村高校

・自転車シミュ
レーターによる体
験学習
・県警バイシクル
ユニットによる実
技指導

・学校周辺の自
転車通行危険箇
所のアンケート実
施
・危険箇所の点
検
・危険箇所マップ
の作成・配布。

・サイクリングｉｎ四
国西予ジオパー
クへの参加
・野村町・城川町
内のジオパーク
巡り

・交通安全標語
の募集
・交通安全意識
啓発リーフレット
の作製・配布

・啓発ポスターの
制作、応募

・自転車損害保
険加入加入の促
進
・交通安全委員
会の活動報告

津島高校

・県警バイシクル
ユニットによる交
通安全教室

・交通危険箇所
についてのアン
ケート
・危険箇所マップ
の作製

・サイクリングコー
スの選定、実施

・交通安全チラシ
の作成・配布

・啓発ポスターの
募集
・交通安全ポス
ターの作成

・ＰＴＡ理事会で
の活動報告
・危険箇所マップ
の配布と啓発

令和元年年度自転車交通マナー向上対策実践指定校の主な取組



４ 実践指定校の取組

（１）交通安全教室の開催

県警バイシクルユニットによる
交通安全教室

（２）登下校時の交通危険箇所の把握・分析

教習所による交通安全教室

交通安全マップ

危険箇所の把握



（３）自転車新文化の促進

（４）交通マナー向上啓発チラシ等の作成・配布

交通安全のチラシにして地域に配布

楽しむための自転車に関する講和

ポスターを市内の学校に配布
交通安全のチラシにして地域に配布



（５）実践成果の普及

危険箇所マップの作成・展示

保育園訪問

保護者向けの交通安全教室

交通マナーアップクラブ



○交通安全講話、教習所での自転車運転実技指導、県警バイ

シクルユニットによる自転車シミュレーターでの実技指導等

で学んだことで交通安全に取り組む意識が向上した。

○自転車の交通ルールを改めて学ぶことができた。命の大切

さ、交通事故の防止に努めようと思った。

○自転車の施錠率の向上

５月、６月等の校内乗り入れ自転車の未施錠率は約２０％で

あったが、１１月には、昼休みの校内放送で毎日呼びかけ、

未施錠率２％に改善した。

○本校の西側南北道路の右側通行の改善 『今ではほぼ１０

０％守れている。』

○学校設定のサイクリングコースを作成し、サイクリングを実施

地元地域の良さを知ることができた。

成果と課題

●保険加入率の向上

●通学時以外のヘルメットの着用が進まなかった。

●継続的な活動の実施


